
本
連
合
会
は
四
月
十
五
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十

八
回
常
任
理
事
会
を
開
き
、
私
立

中
学
・
高
校
を
巡
る
状
況
と
今
後

の
私
学
振
興
の
あ
り
方
等
に
関
し

て
報
告
・
審
議
を
行
っ
た
。

こ
の
日
の
常
任
理
事
会
は
平
成

二
十
四
・
二
十
五
年
度
任
期
で
最

後
の
常
任
理
事
会
の
た
め
、
会
議

終
了
後
、
昼
食
を
兼
ね
た
懇
親
会

が
開
か
れ
、
吉
田
晋
会
長
か
ら
特

に
今
季
限
り
で
役
員
を
退
く
常
任

理
事
等
に
対
し
て
、
こ
の
二
年
間

の
協
力
に
感
謝
す
る
旨
の
挨
拶
が

行
わ
れ
た
。

常
任
理
事
会
の
冒
頭
、
挨
拶
に

立
っ
た
吉
田
会
長
は
、
教
育
改
革

等
の
動
向
に
触
れ
、「
学
校
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
や
英
会
話
の

実
施
を
要
求
す
る
の
な
ら
ば
、
国

は
し
っ
か
り
支
援
を
し
て
ほ
し

い
」
と
語
り
、
ま
た
、「
本
日
は

（
平
成
二
十
四
・
二
十
五
年
度
）

任
期
最
後
の
常
任
理
事
会
で
あ
る

が
、
今
後
と
も
中
高
連
、
各
学
校

の
私
学
振
興
の
た
め
ご
尽
力
を
賜

わ
り
た
い
」
と
、
去
就
に
か
か
わ

ら
ず
、
引
き
続
い
て
の
協
力
を
要

請
し
た
。

報
告
・
審
議
で
は
、
福
島
事
務

局
長
が
、
こ
の
ほ
ど
事
務
局
で
ま

と
め
た
平
成
二
十
六
年
度
都
道
府

県
別
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
（
生
徒
等
一
人
当
た
り
単
価
）

一
覧
や
順
位
一
覧
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。

（
３
面
参
照
）

ま
た
、
部
会
・
委
員
会
報
告
で

は
、
中
央
教
育
審
議
会
の
初
等
中

等
教
育
分
科
会
高
等
学
校
教
育
部

会
の
「
審
議
の
ま
と
め
」
と
、
高

大
接
続
特
別
部
会
の
「
審
議
経
過

報
告
」に
関
し
て
、福
島
事
務
局
長

が
概
要
を
説
明
、
漠
然
と
し
て
い

る
部
分
が
少
な
く
な
い
が
、
文
部

科
学
省
か
ら
関
係
団
体
の
一
つ
と

し
て
中
高
連
に
意
見
の
提
出
を
要

請
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
五
月
七
日

の
締
め
切
り
ま
で
に
意
見
を
書
面

で
提
出
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

意
見
、５
月
の
会
議
で
報
告

本
連
合
会
の
實
吉
幹
夫
・
教
育

制
度
委
員
会
委
員
長
は
、「
意
見

の
内
容
に
つ
い
て
は
五
月
の
会
議

で
報
告
し
た
い
。
意
見
が
あ
れ
ば

事
務
局
に
出
し
て
ほ
し
い
。
参
考

に
さ
せ
て
頂
き
た
い
」
と
語
っ

た
。
ま
た
、
實
吉
委
員
長
は
、
広

域
通
信
制
高
校
に
つ
い
て
も
中
教

審
の
高
等
教
育
部
会
で
問
題
視
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
や
、
大
学
関

係
者
か
ら
高
校
生
の
質
を
問
題
視

す
る
発
言
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
関
し
て
、「
大
学
は
入
学
試
験

で
高
校
生
を
入
れ
て
お
い
て
高
校

生
の
学
力
が
低
い
と
い
う
の
は
お

か
し
い
の
で
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
私
立
学
校
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立
、
施

行
に
関
し
て
、
四
月
二
日
付
で
文

部
科
学
省
か
ら
各
都
道
府
県
の
私

立
学
校
等
に
対
し
て
通
知
が
出
さ

れ
た
こ
と
、
い
じ
め
防
止
対
策
推

進
法
に
係
る
対
応
に
関
し
て
は
、

各
学
校
に
義
務
と
し
て
課
さ
れ
て

い
る
、
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の

ひ
な
型
を
東
京
都
が
作
成
中
で
、

参
考
と
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
福
島
事
務
局
長
は
、
就

学
支
援
金
に
関
し
て
は
、
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
学
納

金
の
中
で
授
業
料
と
施
設
設
備
費

間
で
額
の
調
整
を
行
う
こ
と
は
可

能
で
、
就
学
支
援
金
の
趣
旨
か
ら

い
っ
て
も
全
く
問
題
な
い
こ
と
を

文
部
科
学
省
に
確
認
済
み
で
あ
る

こ
と
、
そ
の
た
め
そ
う
し
た
調
整

に
県
当
局
か
ら
反
対
さ
れ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
中
高
連
事
務

局
に
連
絡
を
し
て
ほ
し
い
と
要
請

し
た
。私
立
高
校
に
よ
っ
て
は
、就

学
支
援
金
が
設
定
し
て
い
る
額
よ

り
授
業
料
が
低
い
学
校
が
あ
り
、

そ
う
し
た
学
校
で
は
保
護
者
（
生

徒
）
は
、
就
学
支
援
金
の
設
定
し

た
金
額
ま
で
の
授
業
料
軽
減
が
受

け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、
総
額
は
変
え
ず
、
施
設
設

備
費
を
減
額
、
授
業
料
を
増
額
す

る
こ
と
で
保
護
者
の
授
業
料
負
担

軽
減
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

常
任
理
事
会
で
は
こ
の
ほ
か
、

日
本
私
学
教
育
研
究
所
か
ら
六
月

五
・
六
日
、
沖
縄
県
那
覇
市
で
開

催
す
る
私
学
経
営
研
修
会
へ
の
参

加
等
が
要
請
さ
れ
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
都
道
府
県
別
助
成
単
価
…
…
…
…
…
…
３
面

平
成
２６
年
度
事
業
計
画
…
…
…
…
４
・
５
面

各
地
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
６
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

第 � � 回
常任理事会

中
教
審
高
校
教
育
部
会

高
大
接
続
部
会

に
意
見
提
出
へ

就
学
支
援
金
取
り

扱
い

で
確
認
も

www.chukoren.jp

第
１８
回
常
任
理
事
会

常
任
理
事
会
後
の
懇
親
会
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本
連
合
会
の
第
百
七
十
一
回
理

事
会
・
第
百
四
十
四
回
評
議
員
会

合
同
会
議
が
三
月
十
一
日
、
東
京

・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
開
か
れ

た
。
吉
田
会
長
（
理
事
会
）
と
北

海
道
の
西
岡
憲
廣
・
札
幌
山
の
手

高
校
理
事
長
・
校
長
（
評
議
員

会
）
が
議
長
を
務
め
、
①
平
成
二

十
五
年
度
事
業
中
間
報
告
案
②
同

中
間
決
算
案
・
同
監
査
報
告
③
同

補
正
収
支
予
算
案
④
平
成
二
十
六

年
度
事
業
計
画
案
⑤
同
収
支
予
算

案
の
五
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た

ほ
か
、
部
会
・
委
員
会
報
告
等
が

行
わ
れ
た
。

こ
の
う
ち
①
平
成
二
十
五
年
度

事
業
中
間
報
告
案
に
つ
い
て
は
、

實
吉
幹
夫
・
常
任
理
事
が
国
庫
補

助
金
対
策
、
地
方
交
付
税
対
策
、

中
央
教
育
審
議
会
等
へ
の
対
応
、

生
徒
収
容
対
策
に
関
す
る
調
査
・

対
策
等
を
報
告
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

②
平
成
二
十
五
年
度
中
間
決
算

案
に
関
し
て
は
福
島
康
志
事
務
局

長
が
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の

収
支
状
況
も
含
め
報
告
し
た
。
そ

の
後
、
高
木
茂
監
事
が
監
査
報
告

を
行
い
、
会
計
処
理
が
適
正
に
行

わ
れ
、
帳
簿
等
の
記
載
に
誤
り
が

な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
、
そ
の

後
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

③
平
成
二
十
五
年
度
補
正
収
支

予
算
案
に
関
し
て
は
、
こ
ち
ら
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

④
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

案
（
四
、
五
面
に
全
文
掲
載
）
に

関
し
て
は
、
福
島
事
務
局
長
が
国

庫
補
助
等
を
要
望
し

て
い
く
ほ
か
、
耐
震

化
補
助
や
就
学
支
援

金
の
さ
ら
な
る
充

実
、
ま
た
、
高
校
生

留
学
の
外
的
環
境
整

備
等
も
要
望
し
て
い

く
こ
と
、
そ
の
ほ
か

連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
な
ど
を
報
告
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

⑤
平
成
二
十
六
年
度
収
支
予
算

案
に
関
し
て
は
、
中
学
校
卒
業
者

数
が
前
年
度
比
で
約
一
万
人
減
少

の
見
込
み
の
た
め
、
私
立
高
校
に

つ
い
て
も
応
分
の
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
と
の
判
断
で
予
算
の
規
模

を
数
％
縮
小
さ
せ
る
方
針
を
説

明
。
そ
の
ほ
か
職
員
の
新
規
採
用

を
予
定
、
昭
和
五
十
八
年
築
の
私

学
会
館
別
館
の
大
規
模
修
繕
の
た

め
の
積
み
立
て
を
行
う
考
え
な
ど

を
説
明
、
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
部
会
・
委
員
会
報
告

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
は
現
時
点
で
判
明
し

て
い
る
、
各
都
道
府
県
の
平
成
二

十
六
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
私

立
高
校
等
経
常
費
助
成
の
生
徒
一

人
当
た
り
単
価
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
大
阪
府
か
ら

削
減
が
続
い
て
い
た
経
常
費
助
成

が
一
転
、
大
幅
増
額
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
も
報
告
さ
れ
た
。

吉
田
会
長
は
「
経
常
費
助
成
が

国
の
財
源
措
置
額
を
下
回
っ
て
い

る
自
治
体
を
減
ら
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
語
っ
た
。

教
育
制
度
委
員
会
に
関
し
て

は
、
中
教
審
高
等
学
校
教
育
部
会

に
お
け
る
「
達
成
度
テ
ス
ト
（
基

礎
レ
ベ
ル
）」
の
審
議
状
況
が
同

部
会
委
員
の
長
塚
篤
・
常
任
理
事

か
ら
報
告
さ
れ
た
。
引
き
続
い

て
、
吉
田
会
長
か
ら
達
成
度
テ
ス

ト
の
発
展
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
、
高

大
接
続
特
別
部
会
で
の
審
議
経
過

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

総
務
広
報
委
員
会
か
ら
は
二
〇

一
四
年
度
団
体
保
険
制
度
の
概
要

が
説
明
さ
れ
た
。

本
連
合
会
は
三
月
十
一
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
十

七
回
常
任
理
事
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
日
は
常
任
理
事
会
終
了
後
に

第
百
七
十
一
回
理
事
会
・
第
百
四

十
四
回
評
議
員
会
合
同
会
議
が
予

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
中
間
報
告
案
や

部
会
・
委
員
会
報
告
に
つ
い
て
は

合
同
会
議
で
一
括
し
て
報
告
す
る

旨
が
、
福
島
康
志
事
務
局
長
か
ら

説
明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

常
任
理
事
会
で
は
そ
の
ほ
か
、

福
島
事
務
局
長
か
ら
本
連
合
会
事

務
局
職
員
の
就
業
規
則
の
一
部
変

更
が
提
案
、
承
認
さ
れ
た
。
年
末

年
始
の
休
日
を
私
学
関
係
団
体
や

他
の
一
般
企
業
の
実
態
に
合
わ
せ

る
も
の
。

ま
た
、
現
在
、
事
務
局
の
定
員

枠
に
欠
員
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
規
採
用
（
期
限
付
き
採
用

職
員
）
を
行
う
考
え
が
説
明
さ

れ
、
期
限
付
き
採
用
職
員
に
関
し

て
は
、
別
途
、
専
用
の
就
業
規
則

を
早
急
に
設
け
る
考
え
な
ど
が
説

明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。
期
限
付

き
採
用
職
員
が
、
本
連
合
会
に
相

応
し
い
人
物
だ
っ
た
場
合
、
正
規

職
員
と
し
て
採
用
す
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
次
回
、
四
月
の
常
任
理
事
会

に
つ
い
て
は
四
月
十
五
日
、
私
学

会
館
で
開
く
予
定
だ
が
、
平
成
二

十
四
・
二
十
五
年
度
任
期
の
最
終

の
常
任
理
事
会
と
な
る
た
め
、
会

議
終
了
後
に
昼
食
を
兼
ね
た
懇
親

会
を
開
く
予
定
な
ど
が
福
島
事
務

局
長
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

平
成
２６
年
度
事
業
計
画
等
を
決
定

今
後
、事
務
局
職
員
の
新
規
採
用
も

理事会・評議員会合同会議

第第
１１７７１１
回回
理理
事事
会会
・・
第第
１１４４４４
回回
評評
議議
員員
会会
合合
同同
会会
議議

第第
１１７７
回回
常常
任任
理理
事事
会会第１７回常任理事会
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本
連
合
会
は
、
こ
の
ほ
ど
、
各

都
道
府
県
の
平
成
二
十
六
年
度
私

立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
の
生

徒
一
人
当
た
り
単
価
を
取
り
ま
と

め
た
（
別
掲
の
表
は
、
高
校
と
中

学
校
の
補
助
単
価
と
各
都
道
府
県

の
補
助
単
価
補
正
の
予
定
の
有
無

を
掲
載
）。

本
連
合
会
の
調
べ
で
は
、
高
校

（
全
日
制
・
定
時
制
）
の
平
成
二

十
六
年
度
経
常
費
助
成
単
価
の
全

国
平
均
額
は
三
十
三
万
二
千
五
百

六
十
九
円
、
前
年
度
比
三
千
九
百

六
十
五
円
（
一
・
二
一
％
）
の
増

額
で
、
国
庫
補
助
と
地
方
交
付
税

措
置
に
よ
る
財
源
措
置
額
（
平
成

二
十
六
年
度
は
三
十
一
万
七
千
二

円
）
を
一
万
五
千
五
百
六
十
七
円

（
四
・
九
一
％
）
上
回
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
度
と
二
十
六
年

度
を
比
較
す
る
と
、
補
助
単
価
が

減
額
し
た
の
は
福
島
県
、
福
井
県

の
二
県
、
残
り
の
四
十
五
都
道
府

県
は
増
額
と
な
っ
た
。
こ
の
中
で

は
授
業
料
軽
減
補
助
の
拡
充
と
引

き
換
え
に
削
減
が
続
い
て
い
た
大

阪
府
の
経
常
費
助
成
が
前
年
度
比

二
万
四
千
九
百
七
十
四
円
、
率
に

し
て
八
・
九
九
％
も
増
額
し
て
い

る
。
八
・
九
九
％
は
全
国
で
最
も

高
い
伸
び
率
。
た
だ
し
国
の
財
源

措
置
額
を
な
お
四
・
五
四
％
下
回

っ
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
度
助

成
単
価
が
国
の
財
源
措
置
額
を
下

回
っ
て
い
る
の
は
、
大
阪
府
を
含

め
て
七
府
県
。

一
方
、
中
学
校
の
状
況
を
見
る

と
�
。
平
成
二
十
六
年
度
単
価
の

全
国
平
均
額
は
三
十
万
二
千
九
百

六
十
五
円
で
、
前
年
度
比
五
千
九

百
八
十
六
円
（
二
・
〇
二
％
）
増

額
し
た
が
、
国
の
財
源
措
置
額（
平

成
二
十
六
年
度
は
三
十
万
九
千
五

百
八
十
一
円
）
を
六
千
六
百
十
六

円
（
二
・
一
四
％
）
下
回
っ
て
い

る
。
私
立
中
学
校
に
関
し
て
は
、

国
の
財
源
措
置
額
に
達
し
て
い
な

い
道
府
県
が
多
く
、
全
国
四
十
七

都
道
府
県
中
、
私
立
中
学
校
に
対

す
る
経
常
費
助
成
単
価
が
国
の
財

源
措
置
額
を
下
回
っ
た
自
治
体
は

二
十
四
道
府
県
に
上
っ
て
お
り
、

ま
た
、
財
源
措
置
額
と
同
額
と
い

う
県
が
十
四
県
あ
る
。

中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

に
対
す
る
経
常
費
助
成
の
単
価

は
、
高
校
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
全

国
平
均
単
価
は
三
十
三
万
八
千
三

百
八
十
四
円
、
前
年
度
比
一
・
八

六
％
の
増
額
と
な
っ
た
。
同
（
前

期
課
程
）
の
単
価
は
中
学
校
と
ほ

ぼ
同
様
。
全
国
平
均
額
は
三
十
二

万
千
二
百
三
十
円
で
、
前
年
度
比

六
・
五
五
％
の
増
額
。
中
等
教
育

学
校
（
前
期
課
程
）
の
前
年
度
比

伸
び
率
が
比
較
的
高
い
伸
び
と
な

っ
た
の
は
、
岡
山
県
で
前
年
度
比

三
一
・
四
八
％
、
大
阪
府
で
同
一

五
・
〇
六
％
増
額
し
た
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
。

平成２６年度都道府県別私立高等学校等経常費助成
（生徒等１人当たり単価）一覧

（単位：円、％）

区 分
高等学校（全日制・定時制） 中学校

２６年度
単価補正２６年度単価 対前年度増減率

対財源措置
増減率 ２６年度単価 対前年度増減率

対財源措置
増減率

北海道 ３４５，６０７ ０．７４ ９．０２ ３０９，３５２ １．２２ ▲０．０７ なし
青 森 ３１７，００２ ０．２０ ０．００ ３０９，５８１ １．１２ ０．００２月（広域以外通信制高校）
岩 手 ３１３，７４１ ０．９９ ▲１．０３ ３０６，３０２ ０．９９ ▲１．０６ ２月
宮 城 ３１７，３４１ １．０３ ０．１１ ２９７，２９６ １．１１ ▲３．９７ なし
秋 田 ３２５，１３９ ２．１１ ２．５７ ３０９，８７７ ２．０７ ０．１０ なし
山 形 ３５８，２１６ ０．００ １３．００ � � � なし
福 島 ３４４，５２５ ▲０．７３ ８．６８ ３０８，６７５ ０．８０ ▲０．２９ 未定
新 潟 ３２９，４７０ １．０８ ３．９３ ３０８，３１４ ２．０７ ▲０．４１９月（全日制高校）
茨 城 ３３３，６０７ ０．４５ ５．２４ ３０９，５８１ １．２２ ０．００ なし
栃 木 ３１７，１００ １．４７ ０．０３ ２７８，７００ ５．４５ ▲９．９８ なし
群 馬 ３５０，８４２ ０．５９ １０．６８ ３０９，５８１ １．２２ ０．００ なし
埼 玉 ２８１，０５２ １．４０ ▲１１．３４ ２５３，９３１ ０．００ ▲１７．９８ なし
千 葉 ３３２，５０２ １．３０ ４．８９ ３０９，５８１ １．２２ ０．００ なし
神奈川 ２９３，９３８ ０．２１ ▲７．２８ ２１０，０２８ ０．０５ ▲３２．１６ なし
東 京 ３７９，５８４ ０．６３ １９．７４ ３５５，９５８ １．４４ １４．９８ なし
富 山 ３４５，２６４ １．４８ ８．９２ ３０９，５８１ １．６９ ０．００ 未定
石 川 ３４９，７２２ １．０１ １０．３２ ２９５，５９４ １．１３ ▲４．５２ ６月
福 井 ３１８，５６３ ▲２．５７ ０．４９ ３９８，２９５ ▲４．７４ ２８．６６ ２月
山 梨 ３３９，５６０ ０．３０ ７．１２ ３０９，５８１ ２．１９ ０．００ なし
長 野 ３１７，２３５ １．２１ ０．０７ ３０５，８５６ ０．４８ ▲１．２０ なし
岐 阜 ３４２，１８２ １．１２ ７．９４ ３０９，５８１ １．７２ ０．００ 未定
静 岡 ３５５，００２ ２．００ １１．９９ ３１８，５３１ ２．１５ ２．８９ 未定
愛 知 ３１３，４６０ ２．１４ ▲１．１２ ２９４，１９０ ０．００ ▲４．９７ なし
三 重 ３１７，２４９ ０．５３ ０．０８ ３０９，５８１ ２．１９ ０．００ なし
滋 賀 ３２０，０００ ０．３１ ０．９５ ２６９，０００ ０．００ ▲１３．１１ なし
京 都 ３４１，１３８ ０．９２ ７．６１ ２７８，４００ ０．９８ ▲１０．０７ 未定
大 阪 ３０２，６２４ ８．９９ ▲４．５４ ２３７，３２０ １５．０６ ▲２３．３４ なし
兵 庫 ３４４，７６１ １．４６ ８．７６ ２９４，７４７ １．６３ ▲４．７９ ２月
奈 良 ３２５，５００ １．２４ ２．６８ ２４６，０００ ０．４１ ▲２０．５４ 未定
和歌山 ３２８，７７０ ０．２３ ３．７１ ２９４，３７０ ２．３１ ▲４．９１ なし
鳥 取 ４７０，５２６ １．６１ ４８．４３ ４７７，７４８ ２４．１１ ５４．３２ なし
島 根 ３０８，００５ ３．００ ▲２．８４ ２９１，２３１ ３．００ ▲５．９３ ２月
岡 山 ３０５，１６８ ０．１７ ▲３．７３ ２８１，６８０ ０．７７ ▲９．０１ なし
広 島 ３４４，１０６ ０．８６ ８．５５ ３０６，１８１ ０．９５ ▲１．１０ ６月
山 口 ３３７，５００ ０．００ ６．４７ ２６１，０００ ０．００ ▲１５．６９ 未定
徳 島 ３３５，８８３ １．２０ ５．９６ ２９７，００４ １．２２ ▲４．０６ なし
香 川 ３２５，２９２ ０．４８ ２．６２ ２７４，４５１ ０．１１ ▲１１．３５ あり
愛 媛 ３１７，００２ １．０６ ０．００ ３０９，５８１ ０．９８ ０．００ なし
高 知 ３２９，００２ １．９８ ３．７９ ３０９，５８１ ２．０９ ０．００ なし
福 岡 ３４２，１７２ １．４７ ７．９４ ３０９，５８１ １．６２ ０．００ なし
佐 賀 ３５４，４７７ ３．０４ １１．８２ ３０９，５８１ ２．１９ ０．００ なし
長 崎 ３４２，６４１ １．２６ ８．０９ ３０９，５８１ １．４５ ０．００ なし
熊 本 ３２３，０１０ １．１７ １．９０ ３０８，９２２ １．３８ ▲０．２１ ２月
大 分 ３２６，４８１ １．１０ ２．９９ ３０９，５８１ １．２２ ０．００ ２月
宮 崎 ３１７，０８２ １．０５ ０．０３ ３０９，６４９ １．０５ ０．０２ ２月
鹿児島 ３２４，４８６ １．２９ ２．３６ ３１０，０２１ １．４６ ０．１４ 未定
沖 縄 ３２７，２１７ ５．６８ ３．２２ ３１３，６２７ ３．７４ １．３１ 未定
単純平均 ３３２，５６９ １．２１ ４．９１ ３０２，９６５ ２．０２ ▲２．１４ �
財源措置 ３１７，００２ １．２０ � ３０９，５８１ １．２２ � �
注①平成２６年度単価は当初予算単価（国庫補助金の一般補助対応額）。いずれも予算積
算上の単価で、都道府県私立学校主管課に照会したものである。財源措置額には、
私立高等学校生徒授業料軽減費分（２６年度単価１２，８００円）を算入せず。
②東京都・長野県・滋賀県・広島県・徳島県（全学校種）、山口県（中・高）の単価
には「特別補助」分が含まれる。

本連合会調べ

平

成

２６
年
度

高
校
生
徒
一
人
単
価
３３
・
２
万
円

中
学
は
財
源
措
置
額
下
回
る
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私
立
学
校
を
取
り
巻
く
情
勢
が

激
変
す
る
中
で
、
私
立
中
学
校
、

高
等
学
校
お
よ
び
中
等
教
育
学
校

教
育
の
振
興
を
図
る
た
め
、
加
盟

団
体
お
よ
び
関
係
諸
団
体
と
の
緊

密
な
連
絡
提
携
の
も
と
に
、
会
則

に
定
め
る
「
目
的
お
よ
び
事
業
」

に
基
づ
き
、
次
の
主
要
事
業
を
行

う
。

Ⅰ
�
私
立
学
校
教
育

の
振
興
充
実
に
関
す
る

事
業

１
�
私
立
学
校
関
係
国
庫
補
助

金
に
関
す
る
対
策

①
私
学
助
成
を
め
ぐ
る
状
況
に

対
応
し
、
現
行
の
国
庫
補
助
制
度

の
堅
持
、
拡
充
を
図
る
。

②
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
費
等
補
助
金
は
、
構
成
要
素
で

あ
る
一
般
補
助
、
特
別
補
助
等
そ

れ
ぞ
れ
の
充
実
を
通
じ
て
総
額
・

内
容
の
拡
充
を
図
る
。

③
耐
震
化
工
事
、
激
甚
災
害
対

策
、
老
朽
校
舎
の
改
造
、
改
築
等

に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
公
立

学
校
と
同
等
の
水
準
の
確
保
を
図

る
。④

学
校
の
施
設
・
設
備
等
の
教

育
環
境
の
改
善
充
実
に
対
す
る
補

助
金
の
充
実
を
図
る
。

⑤
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
制

度
の
更
な
る
改
善
充
実
を
図
り
、

私
立
高
等
学
校
学
納
金
の
大
幅
な

負
担
軽
減
に
向
け
て
公
立
高
等
学

校
と
実
質
的
に
同
等
の
取
扱
い
を

目
指
す
。

⑥
私
立
定
時
制
高
等
学
校
生
徒

の
修
学
環
境
の
充
実
に
対
す
る
補

助
金
の
充
実
を
図
る
。

⑦
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
学
校
法
人
の
実
質
的
負
担
増

に
対
す
る
国
の
支
援
の
実
現
を
図

る
。⑧

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
の
出
資
金
お
よ
び
財
政
投

融
資
資
金
な
ら
び
に
長
期
給
付
に

対
す
る
補
助
金
の
維
持
、
充
実
を

図
る
。

⑨
私
立
学
校
の
特
色
あ
る
教
育

研
究
活
動
な
ら
び
に
研
修
事
業
の

充
実
に
資
す
る
た
め
、
一
般
財
団

法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所
補
助

金
の
拡
充
を
図
る
。

⑩
都
道
府
県
に
よ
る
私
立
高
等

学
校
授
業
料
等
軽
減
事
業
に
対
す

る
国
の
財
政
支
援
措
置
の
拡
充
を

図
る
。

⑪
そ
の
他
、
私
立
学
校
教
育
の

振
興
に
必
要
な
補
助
金
の
確
保
を

図
る
。

２
�
私
学
助
成
に
係
る
地
方
交

付
税
に
よ
る
財
源
措
置
に
関
す
る

対
策①

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助

成
に
対
す
る
補
助
財
源
の
増
額
を

図
る
。

②
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確

保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

③
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
社

（
財
）
団
に
対
す
る
補
助
財
源
の

確
保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

④
私
立
高
等
学
校
生
徒
授
業
料

軽
減
分
に
対
す
る
補
助
財
源
の
確

保
と
そ
の
増
額
を
図
る
。

⑤
そ
の
他
、
私
立
学
校
教
育
の

振
興
に
必
要
な
補
助
財
源
の
確
保

を
図
る
。

３
�
都
道
府
県
の
私
学
助
成
に

関
す
る
対
策

①
都
道
府
県
私
学
助
成
状
況
調

査
を
実
施
し
そ
の
報
告
書
を
作
成

す
る
。

②
私
立
中
学
校
、
高
等
学
校
お

よ
び
中
等
教
育
学
校
に
対
す
る
都

道
府
県
に
よ
る
経
常
費
助
成
の
財

源
の
確
保
を
図
る
。

③
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
に
対
す
る
都
道
府
県
に
よ

る
補
助
財
源
の
確
保
を
支
援
す

る
。④

私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
社

（
財
）
団
に
対
す
る
都
道
府
県
に

よ
る
補
助
財
源
の
確
保
を
支
援
す

る
。⑤

私
立
学
校
振
興
会
に
対
す
る

都
道
府
県
に
よ
る
補
助
財
源
の
確

保
を
支
援
す
る
。

⑥
そ
の
他
、
都
道
府
県
に
よ
る

私
立
学
校
の
振
興
に
必
要
な
補
助

財
源
の
確
保
を
支
援
す
る
。

⑦
都
道
府
県
私
学
協
会
長
・
事

務
局
長
会
議
等
の
拡
充
を
通
じ

て
、
懸
案
事
項
や
情
報
の
共
有
化

を
図
り
、
地
方
に
お
け
る
私
学
振

興
運
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

４
�
私
立
学
校
関
係
税
制
に
関

す
る
対
策

①
寄
附
税
制
な
ど
学
校
法
人
に

対
す
る
税
制
上
の
優
遇
措
置
の
維

持
、
拡
大
を
図
る
。

②
教
育
費
減
税
な
ど
私
立
学
校

生
徒
等
の
保
護
者
に
対
す
る
税
制

の
改
善
を
図
る
。

③
そ
の
他
、
私
立
学
校
関
係
の

税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
中
・
長

期
的
な
検
討
を
行
う
。

５
�
私
学
助
成
財
源
、
学
校
教

育
に
お
け
る
公
費
支
出
の
あ
り
方

等
に
関
す
る
調
査
研
究
お
よ
び
対

策
①
私
立
学
校
が
直
面
す
る
基
本

的
か
つ
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
テ

ー
マ
別
に
検
討
し
、
そ
の
結
果
を

加
盟
団
体
お
よ
び
所
属
各
学
校
に

提
供
す
る
。

②
教
育
に
お
け
る
国
と
地
方
の

役
割
分
担
の
あ
り
方
、
現
行
の「
国

庫
補
助
金
制
度
」「
地
方
交
付
税

制
度
」
等
を
検
証
し
、
今
後
の
私

学
助
成
財
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て

必
要
に
応
じ
調
査
研
究
を
行
い
対

策
を
講
ず
る
。

③
都
道
府
県
間
、
公
私
立
学
校

間
、
私
立
学
校
間
で
の
公
費
支
出

の
格
差
是
正
方
策
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
。

Ⅱ
�
中
学
校
、
高
等

学
校
、
中
等
教
育
学
校

教
育
に
関
す
る
調
査
研

究
事
業

１
�
加
盟
団
体
お
よ
び
所
属
各

学
校
に
関
す
る
基
礎
資
料
の
収
集

日
本
私
立
中
学

高
等
学
校
連
合
会

平平
成成
２２６６
年年
度度
事事
業業
計計
画画

国
庫
補
助
制
度
の
堅
持
、拡
充

耐
震
化

補

助

公
立
と
同
等
の
水
準
確
保

図
る

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
の
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
が
三
月
十
一
日
の
第
百
七
十
一
回

理
事
会
・
百
四
十
四
回
評
議
員
会
合
同
会
議
で
決
定
し
た
。
同
事
業
計
画
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
私
立
学

校
教
育
の
振
興
充
実
に
関
す
る
事
業
等
が
柱
。
同
事
業
計
画
の
全
文
は
次
の
通
り
。
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お
よ
び
報
告
書
の
作
成

①
私
立
中
学
高
等
学
校
実
態
調

査
を
実
施
し
そ
の
報
告
書
を
作
成

す
る
。

②
全
国
私
立
中
学
高
等
学
校
名

簿
を
作
成
す
る
。

③
調
査
研
究
資
料
の
収
集
を
行

う
。④

そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
調

査
を
行
う
。

２
�
私
立
学
校
に
関
す
る
法

令
、
制
度
等
に
関
す
る
調
査
研
究

お
よ
び
対
策

①
私
立
学
校
法
、
私
立
学
校
振

興
助
成
法
等
私
立
学
校
に
関
す
る

法
令
、
条
例
、
制
度
等
の
検
討
を

行
い
、
関
連
す
る
各
種
法
令
、
制

度
等
の
見
直
し
に
対
し
必
要
に
応

じ
て
対
策
を
講
ず
る
。

②
私
立
学
校
の
教
育
課
程
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
う
。

③
私
立
学
校
に
関
係
す
る
「
教

育
再
生
」「
教
育
改
革
」「
規
制
改

革
」
等
諸
改
革
に
対
し
て
検
討
し

必
要
に
応
じ
て
意
見
表
明
等
の
対

策
を
講
ず
る
。

④
そ
の
他
、
私
立
学
校
の
教
育

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
当
面
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

３
�
生
徒
収
容
に
関
す
る
調
査

研
究
お
よ
び
対
策

①
都
道
府
県
に
お
け
る
生
徒
収

容
と
公
私
立
高
等
学
校
協
議
会
の

実
態
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
そ

の
報
告
書
を
作
成
す
る
。

②
生
徒
収
容
に
関
す
る
当
面
す

る
課
題
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て

調
査
研
究
を
行
い
そ
の
報
告
書
を

作
成
す
る
。

③
生
徒
収
容
に
関
す
る
全
国
会

議
を
開
催
し
情
報
交
換
を
行
う
。

４
�
私
立
中
学
校
教
育
に
関
す

る
調
査
研
究
お
よ
び
対
策

①
国
公
私
立
を
含
め
た
義
務
教

育
に
対
す
る
公
費
支
出
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

②
私
立
中
高
一
貫
教
育
に
つ
い

て
実
態
を
把
握
し
、
教
育
課
程
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。③

私
立
学
校
の
立
場
か
ら
小
、

中
学
校
の
接
続
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
。

④
国
公
立
中
高
一
貫
教
育
校
の

設
置
拡
大
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
講
ず

る
。⑤

私
立
中
高
一
貫
教
育
に
関
係

す
る
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
対

策
を
講
ず
る
。

⑥
義
務
教
育
無
償
の
原
則
（
憲

法
第
２６
条
第
２
項
）
の
趣
旨
に
沿

っ
た
支
援
措
置
が
私
立
小
、
中
学

校
に
対
し
て
も
実
施
さ
れ
る
よ
う

検
討
し
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
講

ず
る
。

５
�
国
際
交
流
に
関
す
る
調
査

研
究
お
よ
び
対
策

①
日
本
教
育
連
盟
と
の
連
携
と

そ
の
主
催
事
業
で
あ
る
日
韓
教
育

文
化
交
流
事
業
へ
の
参
加
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

②
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進

の
観
点
か
ら
、
私
立
中
高
教
育
の

充
実
に
資
す
る
情
報
、
資
料
の
収

集
と
整
備
を
行
う
。

③
帰
国
生
徒
教
育
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
。

６
�
そ
の
他
、
緊
急
に
対
応
す

べ
き
事
項
に
関
す
る
調
査
研
究
お

よ
び
対
策

Ⅲ
�
広
報
事
業

①
機
関
紙
「
私
学
時
報
」
を
原

則
年
６
回
発
行
す
る
。

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
充
実

を
行
う
。

③
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
発
信
の

あ
り
方
や
対
応
策
を
含
め
た
広
報

活
動
全
般
を
精
査
し
、
文
部
科
学

記
者
会
等
と
の
情
報
交
換
会
を
通

じ
て
効
果
的
な
広
報
活
動
を
行

う
。

Ⅳ
�
そ
の
他
の
事
業

①
加
盟
団
体
に
所
属
す
る
各
学

校
の
優
秀
卒
業
生
に
対
し
会
長
名

に
よ
る
表
彰
状
の
贈
呈
を
行
う
。

②
本
連
合
会
が
団
体
契
約
し
て

い
る
私
立
学
校
賠
償
責
任
保
険
、

学
校
法
人
傷
害
保
険
、
私
立
学
校

法
定
外
労
災
保
険
等
の
各
種
保
険

事
業
を
行
う
。

③
私
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の

運
営
を
行
う
。

Ⅴ
�
一
般
財
団
法
人

日
本
私
学
教
育
研
究
所

の
運
営

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
の
運
営
な
ら
び
に
委
託
し

て
い
る
「
学
校
教
育
お
よ
び
私
学

経
営
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」

お
よ
び
「
教
職
員
の
研
修
事
業
」

に
対
し
て
必
要
に
応
じ
て
提
言
、

支
援
を
行
い
、
事
業
の
活
性
化
、

適
正
化
を
図
る
。

Ⅵ
�
関
係
諸
団
体
と

の
連
絡
提
携

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合

会
、
全
国
私
学
退
職
金
団
体
連
合

会
、
全
国
私
立
工
業
高
等
学
校
長

会
、
全
国
私
立
看
護
高
等
学
校
協

会
、
全
国
私
立
高
等
学
校
定
時
制

連
絡
協
議
会
、
日
本
私
立
小
学
校

中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
会
連
合

会
、
日
本
私
立
小
学
校
連
合
会
、

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
、
私
学
研
修
福
祉
会
、
全
国
私

学
振
興
会
連
合
会
、
全
私
学
連

合
、
日
本
教
育
連
盟
、
そ
の
他
、

教
育
関
係
団
体
と
連
絡
提
携
す

る
。

Ⅶ
�
会
議
の
開
催

①
理
事
会

原
則
と
し
て
年
２

回
開
催
（
５
月
・
３
月
）

②
評
議
員
会

原
則
と
し
て
年

２
回
開
催
（
５
月
・
３
月
）

③
常
任
理
事
会

原
則
と
し
て

年
間
計
画
に
基
づ
い
て
開
催

④
監
事
会

年
２
回
開
催

⑤
正
副
会
長
会

常
設

必
要

に
応
じ
て
開
催

⑥
運
営
役
員
会

常
設

必
要

に
応
じ
て
開
催

⑦
部
会
・
部
会
委
員
会

常
設

必
要
に
応
じ
て
開
催

⑧
特
別
委
員
会

必
要
に
応
じ

て
開
催

⑨
理
事
・
監
事
・
評
議
員
・
事

務
局
長
会
議

必
要
に
応
じ
て
開

催
⑩
都
道
府
県
私
学
協
会
長
・
事

務
局
長
会
議

必
要
に
応
じ
て
開

催
（
６
月
・
１０
月
を
予
定
）

⑪
そ
の
他
の
会
議

必
要
に
応

じ
て
開
催

以
上

生
徒
収
容
の
調
査
研
究
・
対
策

教
育
改
革
等
に
必
要
に

応
じ
て

意
見
表

明
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昨
年
十
一
月
五
日
、「
第
三
十

九
回
福
島
県
私
学
振
興
大
会
」
が

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
主
催
は
福
島
県
私
立
中
学

高
等
学
校
保
護
者
会
（
吉
田
廣
一

会
長
）、
福
島
県
私
学
団
体
総
連

合
会
（
森
涼
会
長
�
石
川
義
塾
理

事
長
）ほ
か
。
要
望
決
議
事
項
は
、

小
・
中
・
高
校
に
つ
い
て
は
「
運

営
費
補
助
金
の
充
実
及
び
私
立
高

校
生
徒
の
授
業
料
等
の
支
援
に
関

す
る
補
助
等
の
充
実
及
び
私
立
小

・
中
・
高
校
に
対
す
る
除
染
へ
の

支
援
の
充
実
並
び
に
公
私
立
高
校

の
生
徒
募
集
定
員
比
率
の
遵
守
と

少
子
化
時
代
に
対
応
す
る
募
集
定

員
比
率
の
設
定
」。
そ
の
他
、
私

立
幼
稚
園
、
専
修
学
校
に
関
す
る

要
望
を
決
議
し
た
。

宮
崎
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保

護
者
会
連
合
会
（
羽
田
野
リ
エ
会

長
）
と
宮
崎
県
私
立
中
学
高
等
学

校
協
会
（
添
田
昌
邦
会
長
�
日
南

学
園
理
事
長
）
は
昨
年
十
一
月
十

六
日
、
宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
で
「
第

三
十
二
回
宮
崎
県
私
学
振
興
大

会
」
を
開
催
し
た
。
私
学
振
興
に

向
け
て
「
私
た
ち
私
学
関
係
者
は

各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任

を
自
覚
し
特
色
あ
る
私
学
の
振
興

に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ

と
」、
国
・
県
へ
の
要
望
と
し
て

「
教
育
費
の
公
私
間
格
差
の
是
正

と
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
求
め
て
い
く
こ
と
」「
経
常
費

助
成
費
補
助
金
の
拡
充
と
私
立
学

校
の
振
興
策
の
充
実
を
求
め
て
い

く
こ
と
」
の
三
点
を
決
議
し
た
。

神
奈
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校

協
会
（
工
藤
誠
一
理
事
長
�
聖
光

学
院
中
学
高
等
学
校
理
事
長
・
校

長
）
は
昨
年
十
一
月
二
十
五
日
、

横
浜
市
・
関
内
ホ
ー
ル
で
「
神
奈

川
県
私
立
中
学
校
・
高
等
学
校
振

興
大
会
」
を
開
催
し
た
。

大
会
で
は
「
私
立
中
学
校
・
高

等
学
校
の
経
常
費
補
助
に
対
す
る

補
助
率
二
分
の
一
の
継
続
と
補
助

単
価
の
充
実
・
強
化
」「
保
護
者

負
担
教
育
費
の
公
立
と
私
立
学
校

間
の
格
差
是
正
と
負
担
の
軽
減
」

「
私
立
高
等
学
校
等
の
全
施
設
の

耐
震
化
に
向
け
た
国
公
立
学
校
と

同
等
の
財
政
的
支
援
の
拡
充
と
実

施
」
の
三
点
を
決
議
し
た
。

岐
阜
県
私
学
団
体
連
合
会
（
下

屋
浩
実
会
長
�
高
山
西
高
校
長
）

は
昨
年
十
一
月
十
九
日
、
岐
阜
県

民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
「
第
十
六
回

岐
阜
県
私
学
振
興
大
会
」
を
開
い

た
。
岐
阜
県
私
立
高
等
学
校
保
護

者
連
合
会
が
共
催
。「
私
学
は
幼

稚
園
か
ら
大
学
ま
で
相
互
に
密
接

な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
今
後
一

層
、
岐
阜
県
の
私
学
教
育
の
振
興

と
発
展
に
努
め
る
」「
私
学
に
学

ぶ
園
児
・
児
童
生
徒
・
学
生
の
保

護
者
の
負
担
軽
減
策
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
公
私
間
格
差
の
是

正
に
努
め
る
」「
厳
し
い
私
学
経

営
の
改
善
と
教
育
環
境
の
充
実
整

備
を
図
る
た
め
、
私
学
教
育
振
興

補
助
金
な
ど
私
学
助
成
の
拡
充
に

努
め
る
」
の
三
点
を
決
議
し
た
。

埼
玉
県
私
立
小
学
校
中
学
校
高

等
学
校
保
護
者
会
連
合
会
（
島
村

健
会
長
）
と
埼
玉
県
私
立
中
学
高

等
学
校
協
会
（
小
川
義
男
会
長
�

狭
山
ヶ
丘
高
等
学
校
・
狭
山
ヶ
丘

高
等
学
校
付
属
中
学
校
長
）
は
昨

年
十
一
月
二
十
二
日
、
さ
い
た
ま

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
埼
玉
県
私

学
振
興
大
会
」
を
開
催
し
た
。
公

費
支
出
に
つ
い
て
憲
法
十
四
条
に

照
ら
し
て
公
私
間
で
差
別
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
耐
震
に
つ

い
て
一
層
の
財
政
的
支
援
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、「
学
校
選
択
の
自

由
」
に
従
っ
て
国
・
地
方
公
共
団

体
が
私
立
中
学
校
に
つ
い
て
も
義

務
教
育
無
償
の
原
則
（
憲
法
二
十

六
条
）
を
貫
徹
す
べ
き
で
あ
る
こ

と
等
を
決
議
し
た
。

昨
年
十
一
月
二
十
二
日
、
熊
本

県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会

（
内
田
貴
士
会
長
）
と
熊
本
県
私

立
中
学
高
等
学
校
協
会
（
上
田
祐

規
会
長
�
鎮
西
学
園
理
事
長
）
は

熊
本
市
・
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
で

「
第
三
十
七
回
熊
本
県
私
学
振
興

大
会
」
を
開
い
た
。
内
田
会
長
は

あ
い
さ
つ
で
「
私
立
学
校
が
す
べ

て
の
分
野
で
実
績
を
挙
げ
、
そ
の

役
割
は
一
層
重
要
に
な
っ
た
」
と

述
べ
た
。
大
会
で
は
「
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
格
差
是
正
と
子
供

た
ち
の
学
習
環
境
の
充
実
の
た

め
、
経
常
的
経
費
や
施
設
・
設
備

等
に
関
す
る
私
学
助
成
の
一
層
の

拡
充
・
強
化
を
図
る
こ
と
」「
保

護
者
負
担
の
一
層
の
軽
減
を
図
る

こ
と
」「
私
立
高
等
学
校
等
の
施

設
の
耐
震
改
築
・
改
修
の
促
進
等

に
一
層
の
財
政
措
置
を
図
る
こ

と
」
等
の
四
点
を
決
議
し
た
。

福 島

運
営
費
補
助
金
や
授
業

料
等
支
援
補
助
充
実
な
ど
決
議

宮 崎

教
育
費
の
公
私
間
格
差

と
保
護
者
負
担
軽
減
な
ど
決
議

神奈川

国
公
立
と
同
等
の
耐
震

化
支
援
の
実
施
等
要
望

岐 阜

今
後
、一
層
私
学
教
育

の
振
興
・
発
展
へ
努
力

埼 玉

私
立
中
学
校
に
も
義
務

教
育
無
償
原
則
貫
徹
を

熊 本

私
学
の
役
割
一
層
重
要

経
済
的
負
担

格
差
是
正
を

各各
地地
でで
私私
学学
振振
興興
大大
会会

（６）平成２６年４月３０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２２５号



中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
の
高
等
学
校
教
育
部
会

は
三
月
七
日
、
文
部
科
学
省
内
で

第
二
十
七
回
会
合
を
開
き
、
同
部

会
と
し
て
の「
審
議
の
ま
と
め
」

（
案
）を
了
承
し
た
。
約
二
年
半
前

に
始
ま
っ
た
高
校
教
育
改
革
論
議

は
よ
う
や
く
一
区
切
り
を
つ
け
る

形
と
な
っ
た
が
、
達
成
度
テ
ス
ト

（
基
礎
レ
ベ
ル
）（
仮
称
）
の
実
施

方
法
や
性
格
等
は
ま
だ
固
ま
っ
て

い
な
い
。
こ
の
日
の
部
会
で
も
委

員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
て
い
る
。
今
後
は
、
一
般
か
ら

の
意
見
募
集
や
関
係
団
体
か
ら
の

意
見
聴
取
を
し
た
後
、
再
度
、
部

会
を
開
き
、
そ
れ
ら
意
見
へ
の
対

応
を
検
討
す
る
。
そ
の
後
、
達
成

度
テ
ス
ト（
発
展
レ
ベ
ル
）（
仮
称
）

を
検
討
し
て
い
る
中
教
審
の
高
大

接
続
特
別
部
会
と
検
討
内
容
の
擦

り
合
わ
せ
を
行
い
、
再
び
部
会
を

開
い
た
後
、
夏
前
ま
で
に
「
審
議

の
ま
と
め
」
を
策
定
す
る
予
定
。

高
大
接
続
特
別
部
会
も
三
月
二

十
五
日
に
開
い
た
会
合
で
達
成
度

テ
ス
ト
（
発
展
レ
ベ
ル
）
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
た

が
、
最
終
的
に
は
「
審
議
経
過
報

告
案
」
を
了
承
し
た
。

本
連
合
会
は
五
月
七
日
ま
で
に

高
等
学
校
教
育
部
会
の
「
審
議
の

ま
と
め
」
と
高
大
接
続
特
別
部
会

の
「
審
議
経
過
報
告
」
に
意
見
を

提
出
す
る
予
定
。

下

村

文
科
相

今
後
の
審
議
課
題
を
提
示

下
村
博
文
・
文
部
科
学
大
臣
は

三
月
二
十
八
日
、
中
央
教
育
審
議

会
総
会
で
、
わ
が
国
の
経
済
社
会

や
教
育
を
取
り
巻
く
危
機
的
状
況

等
を
説
明
。
そ
の
上
で
二
〇
二
〇

年
ま
で
の
六
年
間
に
、
国
民
一
人

一
人
の
豊
か
な
生
活
と
わ
が
国
の

成
長
・
発
展
の
実
現
に
必
要
な
教

育
の
充
実
策
と
し
て
、
今
後
審
議

が
必
要
な
課
題
等
を
整
理
し
提
示

し
た
。
下
村
大
臣
は
、
わ
が
国
の

国
際
的
な
存
在
感
の
低
下
が
顕
著

で
、
山
積
す
る
課
題
の
解
決
の
た

め
に
は
教
育
改
革
が
不
可
欠
と

し
、具
体
的
に
は
、現
在
、
中
教
審

で
審
議
中
の
「
高
大
接
続
・
大
学

入
試
改
革
」「
道
徳
の
教
科
化
」に

続
い
て
、「
学
習
指
導
要
領
全
体

の
改
訂（
英
語
教
育
を
含
む
）」
と

「
教
師
力
向
上
の
た
め
の
養
成
・

採
用
・
研
修
の
改
革
」
を
平
成
二

十
六
年
度
中
に
諮
問
、
平
成
二
十

七
年
二
月
に
発
足
す
る
次
期
中
教

審
で
答
申
を
得
る
予
定
と
し
た
。

ま
た
、
学
制
改
革
に
関
し
て
は
、

教
育
再
生
実
行
会
議
の
提
言
を
待

っ
て
中
教
審
に
諮
問
、
答
申
を
得

て
具
体
化
を
図
る
方
針
を
説
明
。

具
体
的
に
は
、
六
・
三
・
三
の

学
校
段
階
の
区
切
り
、
学
制
改
革

に
応
じ
た
教
師
の
在
り
方
、
学
制

改
革
に
必
要
な
条
件
整
備
等
を
検

討
課
題
と
し
た
。
将
来
の
課
題
と

し
て
は
、
高
等
学
校
教
育
の
一
層

の
家
計
負
担
軽
減
（
低
中
所
得
世

帯
の
私
立
高
校
生
の
さ
ら
な
る
負

担
軽
減
等
）
等
を
挙
げ
た
。

政
府
は
四
月
二
十
九
日
付
で
平

成
二
十
六
年
度
春
の
叙
勲
お
よ
び

褒
章
を
発
令
し
た
。
文
部
科
学
省

関
係
の
勲
章
受
章
者
は
七
百
二
十

七
人
、
褒
章
受
章
者
は
三
十
九
人

一
団
体
。
私
立
中
学
高
等
学
校
関

係
の
受
章
者
は
次
の
各
氏
。

（
旭
日
中
綬
章
）

▽
髙
松
信
英
・
元
高
松
学
園
理

事
長
▽
田
村
哲
夫
・
渋
谷
教
育
学

園
理
事
長
、
前
中
高
連
会
長

（
旭
日
小
綬
章
）

▽
川
原
隆
平
・
元
高
岡
第
一
学

園
理
事
長

（
瑞
宝
中
綬
章
）

▽
前
田
親
良
・
元
常
翔
学
園
高

校
校
長

（
瑞
宝
小
綬
章
）

▽
井
上
皓
司
・
元
大
森
学
園
高

校
校
長
▽
鴨
田
茂
芳
・
元
香
川
県

大
手
前
高
校
校
長
▽
滝
澤
昭
弘
・

元
水
沢
第
一
高
校
校
長

全
国
私
立
学
校
審
議
会
連
合
会

（
近
藤
彰
郎
会
長
）
は
、
三
月
十

八
日
、
文
部
科
学
省
に
担
当
審
議

官
や
課
長
等
を
訪
ね
、「
広
域
通

信
制
高
等
学
校
に
関
す
る
問
題
の

改
善
」
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提

出
し
た
。
昨
年
十
月
の
総
会
で
話

し
合
わ
れ
た
内
容
を
基
に
ま
と
め

た
も
の
。

そ
の
中
で
は
、
高
校
通
信
制
課

程
は
、
主
に
不
登
校
生
や
中
退
者

等
が
入
学
し
て
い
る
実
態
と
、
勤

労
青
年
に
全
日
制
課
程
と
同
等
の

後
期
中
等
教
育
を
保
障
す
る
と
い

う
目
的
と
が
か
け
離
れ
て
い
る
こ

と
、
広
域
通
信
制
高
校
に
関
し
て

は
当
該
区
域
を
越
え
て
数
多
く
の

面
接
指
導
実
施
施
設（
学
習
セ
ン

タ
ー
等
）が
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
区
域
外
施
設
に
所

轄
庁
で
あ
る
都
道
府
県
等
が
指
導

・
監
督
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
事
実
上
放
任
状
態
と
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
。

文
部
科
学
省
に
対
し
て
は
、
実

態
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

サ
ポ
ー
ト
校
を
含
む
実
態
の
十
分

な
把
握
、
広
域
通
信
制
高
等
学
校

の
教
育
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
題
点
の
整
理
、
早
急
な
実
効
性

の
あ
る
解
決
策
の
提
示
、
実
施
等

を
要
望
し
て
い
る
。

国
家
戦
略
特
区

６
区
域
を
指
定

政
府
は
三
月
二
十
八
日
、
国
家

戦
略
特
区
の
第
一
弾
と
し
て
、
六

つ
の
区
域
を
指
定
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
こ
の
中
に
は
大
阪
市
が
検

討
中
の
「
公
設
民
営
学
校
」
も
含

ま
れ
て
い
る
。
文
部
科
学
省
は
大

阪
市
か
ら
出
さ
れ
る
具
体
的
提
案

を
踏
ま
え
て
、
大
阪
市
と
密
接
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
公
設
民
営
学

校
の
具
体
的
制
度
設
計
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
方
針
。

中
教
審
高
校
教
育
部
会
が
「
審
議
の
ま
と
め
」

全 審 連

文
科
省
に
広
域
通
信
制

高
校
問
題
改
善
で
要
望
書

早
急
な
実
効
性
あ
る
解
決
策
の

提
示
、
実
施
な
ど
を
求
め
る

春
の
叙
勲

私
立
中
高
校
関
係
者
も
受
章
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第第
４４
・・
５５
回回
理理
事事
会会
開開
催催

一
般
財
団
法
人
日
本
私
学
教
育

研
究
所
は
、
東
京
・
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
、
第
４
回
（
３
月
１１

日
）
、
第
５
回
（
４
月
２２
日
）
理

事
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

第
４
回
会
議
で
は
、
平
成
２５
年

度
中
間
報
告
案
、
同
会
計
収
支
中

間
報
告
案
、
同
会
計
収
支
補
正
予

算
案
、
平
成
２６
年
度
事
業
計
画
案
、

同
会
計
収
支
予
算
案
等
を
、
第
５

回
会
議
で
は
、
平
成
２５
年
度
事
業

報
告
案
、
同
会
計
決
算
報
告
案
、

同
会
計
監
査
報
告
、
同
公
益
目
的

支
出
計
画
案
、
役
員
等
の
選
出
、

組
織
規
程
の
改
正
案
に
つ
い
て
審

議
し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

な
お
役
員
等
は
、
５
月
２０
日
の

評
議
員
会
で
任
期
満
了
の
た
め
、

役
員
等
の
選
出
で
は
、
現
理
事
１２

名
を
推
薦
、
監
事
は
、
現
高
木
・

正
村
両
監
事
を
推
薦
、
並
び
に
評

議
員
の
伊
藤
淑
子
氏
を
推
薦
、
後

任
の
評
議
員
に
は
、
補
欠
選
任
さ

れ
て
い
る
嵯
峨
実
允
氏
（
学
校
法

人
町
田
学
園
理
事
）
を
選
出
す
る

こ
と
が
各
々
承
認
さ
れ
た
。
理

事
・
監
事
の
選
任
は
、
５
月
２０
日

第
３
回
評
議
員
会
で
行
う
。

研研
修修
会会
・・
講講
習習
会会

受受
付付
中中

私

学

経

営

研

修

会

６
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
沖

縄
県
那
覇
市
の
ホ
テ
ル
日
航
那
覇

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
開
催
さ

れ
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の

教
育
と
経
営
～
経
営
者
・
教
職
員

は
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
～
」
を

研
究
の
ね
ら
い
と
し
、
私
立
中
学

高
等
学
校
の
管
理
教
職
員
を
対
象

に
参
加
者
を
募
集
（
１２０
名
）
し
て

い
る
。
研
修
内
容
は
、
初
日
に
地

元
を
代
表
す
る
企
業
経
営
者
の
東

良
和
・
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
（
株
）

代
表
取
締
役
社
長
に
よ
る
基
調
講

演
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
経
営

へ
の
挑
戦
～
多
文
化
共
生
社
会
の

中
で
～
」、
吉
田
晋
・
中
高
連
会

長
の
講
演
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代

の
教
育
政
策
と
私
学
情
勢
」、
中

高
連
、
沖
縄
県
私
学
及
び
日
私
教

研
か
ら
の
報
告
、
研
究
の
ね
ら
い

に
沿
っ
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
パ
ネ
リ
ス
ト
は
名
城
政

一
郎
・
（
学
）
尚
学
学
園
副
理
事

長
、
新
川
智
清
・
沖
縄
ア
ミ
ー
ク

ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
中
学
校

校
長
、
平
方
邦
行
・
工
学
院
大
学

附
属
中
学
高
等
学
校
校
長
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
野
原
明
・
教
育

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
及
び
教
育
懇

談
会
を
実
施
す
る
。
２
日
目
は
、

初
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
意
見

交
換
会
（
グ
ル
ー
プ
討
議
・
全
体

会
）
及
び
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
先

進
的
に
取
組
む
私
立
学
校
（
沖
縄

尚
学
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校
、

沖
縄
ア
ミ
ー
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
中
学
校
）
を
視
察
す
る
。

私

立

学

校

専

門

研

修

会

教
育
政
策
課
題
毎
に
部
会
を
設

置
し
実
施
す
る
「
私
立
学
校
専
門

研
修
会
」
の
内
、「
教
育
課
程
部

会
」
及
び
「
法
人
管
理
事
務
運
営

部
会
」
の
内
容
が
決
定
、
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
（
１２０
名
及
び
６０

名
）。

◎
教
育
課
程
部
会

６
月
１６
日
、
京
都
市
・
国
立
京

都
国
際
会
館
ア
ネ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

及
び
同
志
社
中
学
高
等
学
校
で
、

「
こ
れ
か
ら
の
私
学
の
教
育
課
程

～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
を
考
え
る

～
」
を
研
究
の
ね
ら
い
と
し
、
私

立
中
学
高
等
学
校
の
管
理
教
員
を

始
め
教
育
課
程
編
成
等
担
当
者
を

対
象
に
実
施
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
余
田
義
彦
・
同
志
社
女
子

大
学
学
芸
学
部
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
育
む
２１
世
紀
型

学
力
」、
中
川
武
夫
・
日
私
教
研

所
長
に
よ
る
私
立
中
学
高
等
学
校

教
育
の
最
新
状
況
報
告
を
行
う
。

更
に
、
同
志
社
中
学
高
等
学
校
に

お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
視
察

（
研
究
授
業
・
研
究
協
議
・
研
究

発
表
・
公
開
授
業
・
学
校
見
学
）

と
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
分
散

会
を
行
う
。

◎
法
人
管
理
事
務
運
営
部
会

８
月
７
日
、
千
代
田
区
・
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
「
新
学
校
法

人
会
計
基
準
の
適
用
と
新
時
代
の

労
務
管
理
に
向
け
て
～
私
学
の
管

理
教
職
員
が
知
っ
て
お
き
た
い
経

営
実
務
～
」
を
研
究
の
ね
ら
い
と

し
、
私
立
中
学
高
等
学
校
及
び
学

校
法
人
の
事
務
・
教
育
管
理
職
員

を
対
象
に
実
施
す
る
。
主
な
内
容

と
し
て
、
コ
ー
ス
別
講
義
は
、
富

本
道
宣
・
富
本
教
育
研
究
所
所
長

に
よ
る
「
経
営
基
礎
」
及
び
日
根

野
健
・
公
認
会
計
士
に
よ
る
「
財

務
専
門
」
の
２
コ
ー
ス
を
用
意
。

全
体
講
義
で
は
「
労
務
管
理
上
の

諸
問
題
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
小

島
勇
祐
・
弁
護
士
及
び
田
中
崇
司

・
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
す
る
。
更

に
、
講
義
を
受
け
て
「
各
参
加
校

に
お
け
る
労
務
管
理
上
の
諸
問
題

に
つ
い
て
」
グ
ル
ー
プ
討
議
及
び

全
体
討
議
で
議
論
を
深
め
て
情
報

交
換
を
行
う
。

私
立
学
校
１０
年
経
験
者
研
修
会

こ
れ
か
ら
の
学
校
運
営
に
お
い

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
小
・
中

・
高
校
中
堅
教
員
を
対
象
に
夏
期

と
秋
期
に
関
東
・
関
西
地
区
で
計

４
回
開
催
す
る
。

①
夏
期
東
日
本
・
東
京

ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
・
７
月
３０
日
～
３１

日②
夏
期
西
日
本
・
神
戸
市

兵
庫

県
私
学
会
館
・
８
月
４
日
～
５
日

③
秋
期
東
日
本
・
千
葉
市

東
京

ベ
イ
幕
張
・
１０
月
２４
日
～
２５
日

④
秋
期
西
日
本
・
神
戸
市

兵
庫

県
私
学
会
館
・
１０
月
３１
日
～
１１
月

１
日私

立
学
校
初
任
者
研
修
会

実
践
的
指
導
力
と
使
命
感
を
養

う
と
と
も
に
幅
広
い
知
見
を
得
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
開
催

す
る
。
地
区
研
修
会
は
、
よ
り
地

域
の
実
情
に
そ
っ
た
内
容
、
全
国

研
修
会
は
、
よ
り
実
践
的
・
具
体

的
内
容
の
講
座
と
な
っ
て
い
る
。

◎
地
区
研
修
会

６
月
中
旬
～
８

月
下
旬
に
か
け
、
中
・
高
校
対
象

１２
地
区
、
小
学
校
対
象
２
地
区（
東

日
本
・
西
日
日
本
）
で
開
催
。

◎
全
国
研
修
会

東
日
本
地
区
１０

月
２４
日
～
２５
日
（
千
葉
市
・
東
京

ベ
イ
幕
張
）、
西
日
本
地
区
１０
月

３１
日
～
１１
月
１
日
（
神
戸
市
・
兵

庫
県
私
学
会
館
）
で
開
催
。

教

員

免

許

状

更

新

講

習

必
修
領
域
を
夏
期
と
冬
期
に
関

東
・
関
西
地
区
で
計
４
回
開
催
。

①
夏
期
東
日
本
・
千
葉
市

東
京

ベ
イ
幕
張
・
７
月
２７
日
～
２８
日

②
夏
期
西
日
本
・
神
戸
市

兵
庫

県
私
学
会
館
・
８
月
１
日
～
２
日

③
冬
期
東
日
本
・
東
京
都

家
の

光
会
館
・
１２
月
２１
日
～
２２
日

④
冬
期
西
日
本
・
京
都
市

京
都

私
学
会
館
・
１
月
１１
日
～
１２
日

日
私
教
研
だ
よ
り

※
各
研
修
・
講
習
の
詳
細
は
、

各
学
校
に
配
布
（
予
定
）
の
実

施
案
内
、
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（８）平成２６年４月３０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１２２５号


